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四
月 

別
名 

卯
月
（
う
づ
き
）
、
孟
夏
（
も
う
か
） 

他
に
、
卯
の
花
月 

桜
の
散
っ
た
後
の
あ
ま
り
の
月
、
桜
花
が
な
い
月
と
い
う
こ

と
か
ら
、
余
月
、
陰
月
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
少
し
か
わ
い
そ

う
な
名
前
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
楠
花
（
赤
城
自
然
園
） 

 

  

『
四
月
の
花
』 

日
本
列
島
も
北
の
方
で
は
、
ま
だ
桜
が
咲
く
。
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
、
山
吹
、
木
瓜
（
ぼ
け
）
、
蓮
華
、
サ
ク
ラ
ソ
ウ
、

春
蘭
、
菫
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
カ
タ
ク
リ
、
一
輪
草
、
一
人

静
（
し
ず
か
）
、
座
禅
草
、
熊
谷
草
（
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
） 

 
 

     
 

 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
河
出
書
房 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

『四
月
の
言
葉
』 

い
わ
ゆ
る
伝
道
事
業
の
み
が
伝
道
で
な
い
。
神
を
信
じ

て
な
す
、
す
べ
て
の
事
業
が
伝
道
で
あ
る
。
神
を
信
じ

て
な
す
農
業
が
伝
道
で
あ
る
。
神
を
信
じ
て
な
す
工

業
が
伝
道
で
あ
る
。
神
を
信
じ
て
な
す
商
業
が
伝
道

で
あ
る
。
し
か
り
、
神
を
信
じ
て
な
す
工
業
が
伝
道
で

あ
る
。
し
か
り
、
神
を
信
じ
て
な
せ
ば
政
治
も
ま
た
罪

悪
な
ら
ず
し
て
、
あ
る
種
の
伝
道
で
あ
る
。
伝
道
を
お

こ
な
わ
ん
と
欲
し
て
、
与
え
ら
れ
し
職
業
を
去
り
て

専
門
伝
道
師
と
な
る
必
要
は
少
し
も
な
い
。
パ
ウ
ロ
は

言
う
た
、
「兄
弟
よ
、
な
ん
じ
ら
各
自
そ
の
召
さ
れ
し

時
に
あ
り
し
と
こ
ろ
の
分
に
と
ど
ま
っ
て
、
神
と
共
に

令和 3年 4月（213）

（207）

（（（No2011

）  

 
医院だより  

目
次 

１ 

四
月
の
花
、
四
月
の
言
葉 

 
   

 

２ 

四
月
の
暦
、
お
知
ら
せ
、 

 
     

３ 

発
熱
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
・
埼
玉
） 

 
 
 
 

 
 

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン 

４ 

診
療
心
得
、 

詩
、 

け
ん
こ
う
（
１
３
７
）  

７ 

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
１
８
３
） 
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 お
る
べ
し
」（
コ
リ
ン
ト
Ⅰ
、
７
・２
）
と
。
職
業
は
何

で
も
よ
い
。
神
と
共
に
お
り
て
、
人
は
何
び
と
も
神

の
光
を
放
ち
て
伝
道
師
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

内
村
鑑
三
著
「続
一
日
一
生
」三
月
六
日 

 『
四
月
の
暦
』 

 
 

 

一 
 

日 

親
鸞
聖
人
誕
生
会
、
エ
ー
プ
リ
ル
フ

ー
ル 

 
 

四 

日 

清
明
、
復
活
祭 

 
 
 
 
 
 

清
明
・
・
・
桜
花
爛
漫
に
し
て
、
天

地
万
物
が
精
神
の
木
に
満
ち
溢
れ
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。 

 
 

六 

日 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 
 

七 

日 

世
界
保
健
デ
ー
、
法
然
上
人
誕
生
会 

 
 
 
 

戦
艦
大
和
撃
沈
（
一
九
四
五
）
沖
縄

救
援
を
目
指
し
た
海
上
特
攻
は
惨
敗

に
終
わ
っ
た 

 
 
 
 

八 

日 

花
ま
つ
り 

 

 
 

十
一
日 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日 

 
 

十
二
日 

世
界
宇
宙
飛
行
の
日 

 
  

十
三
日 

啄
木
忌
、
明
治
四
十
五
年
、
薄
幸
の

詩
人
石
川
啄
木
没
。
岩
手
県
渋
民
村

に
育
つ
。
森
岡
中
学
中
退
、
代
用
教

員
や
新
聞
記
者
な
ど
を
し
な
が
ら
各

地
を
転
々
、
貧
困
に
あ
え
ぎ
つ
つ
三

行
書
き
の
現
代
短
歌
を
残
す
。
歌
集

「
悲
し
き
玩
具
」
「
一
握
の
砂
」 

巌
流
島
の
決
闘
（
一
六
一
二
）
細
川
家

主
宰
の
も
と
で
行
わ
れ
た
宮
本
武
蔵
と

佐
々
木
小
次
郎
の
決
闘
は
後
世
ま
で
語

り
草
と
な
っ
た
。 

 

 
 

十
八
日 

発
明
の
日 

 
 

二
十
日 

穀
雨 

こ
の
こ
ろ
の
春
雨
は
田
畑
を
潤

し
、
穀
物
の
成
長
を
助
け
ま
す
。 

郵
政
記
念
日
、
郵
政
週
間 

 
 

二
十
四
日 

初
の
日
本
ダ
ー
ビ
ー
（
一
九
三
二
） 

東
京
優
駿
大
競
争
と
呼
ば
れ
た
。 

 
 

二
十
九
日 

昭
和
の
日  

 
 
 
 

三
十
日  

荷
風
忌 

（
昭
和
三
四
年
）
「
あ
め
り

か
物
語
」
「
ふ
ら
ん
す
物
語
」
「
濹
東

奇
譚
（
ぼ
く
と
う
き
た
ん
）
、
隠
者
的

生
活
を
続
け
「
浮
沈
」
「
踊
子
」
な
ど

の
後
、
一
人
死
す
。 

  
 

 
 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ(

九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ
ラ
（、
現

在
は
休
止
）  

○
肺
炎
球
菌
・ 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇
発
熱
対
応 

四
月
以
降
も 

五
、
発
熱
外
来
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

三
、
四
月
二
十
九
日
（木
） 

休
日
当
番
医
で
す
。
九
時
～
十
八
時
ま
で
受
付 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お
り

ま
す
が
、
救
急
の
人
や
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多
く
、

全
員
の
予
約
制
は
取
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に
は 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

前
日
ま
で
の
診
療
時
間
内
に
来
院
さ
れ
る
か
電
話
で 

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
も
重
症
者
の
処 

 

置
な
ど
で
予
約
時
間
内
に
診
察
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 
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 五
、
発
熱
外
来 

４
月
以
降
も
継
続 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と

分
け
て
（動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が
必

要
な
た
め
以
下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。  

 
 

 

・ 

発
熱
外
来
は
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す
。 

 
 

 

・ 

発
熱
・
風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い

た
だ
き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く
だ

さ
い
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―
８
３
１
５ 

発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

原
則
と
し
て
か
か
り
つ
け
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。 

               

 

か
か
り
つ
け
で
は
な
い
方
は
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡 

し
て
く
だ
さ
い
。 

    

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

         
 
 
 
 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

予約受付時間 午前 午後 

月、火、水、金 8:30-12：00 17:00-18:00 

木、土 8：30-11：00 なし 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6113，6114 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

月 不妊症 

火 歯科におけるステロイド 

水 低温やけど 

木 医療用放射線と放射線防護について 

金 ドライマウスについて 

土日 売薬と処方薬のちがい 

http://www.raijin.com/kenko/
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 医
師
に
伝
え
る
べ
き
こ
と 

 

日
野
原
重
明 

 

医
師
の
診
察
を
受
け
る
と
き
に
は
、
自
分
の
持
っ

て
い
る
問
題
を
、
的
確
に
、
短
く
表
現
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
現
在
か
ら
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
症
状
を
伝
え
る
こ
と
（現
在
暦
）、
過
去
に
ど

う
い
う
病
気
を
し
た
か
、
い
ま
の
状
況
に
直
接
関

係
は
な
い
病
歴
も
伝
え
る
こ
と
（過
去
歴
）
、
も

う
一
つ
大
切
な
情
報
は
、
平
生
、
ど
う
い
う
生
活

を
し
て
い
る
か
と
い
う
生
活
歴
で
あ
り
、
食
事
、

酒
、
タ
バ
コ
、
ど
う
い
う
会
社
に
勤
め
て
い
て
、
ど

ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
普
段
は
ど
の
よ
う

な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
、
生
活
像
を
知
ら
せ
る

こ
と
で
あ
る
。 

  
 
 

 
 

 
 
 

日
野
原
重
明
著
「
い
の
ち
の
言
葉
」 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

自
分
の
感
受
性
く
ら
い 

 
 

茨
木
の
り
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ぱ
さ
ぱ
さ
に
乾
い
て
ゆ
く
心
を 

ひ
と
の
せ
い
に
は
す
る
な 

み
ず
か
ら
水
や
り
を
怠
っ
て
お
い
て 

 

気
難
し
く
な
っ
て
き
た
の
を 

友
人
の
せ
い
に
は
す
る
な 

し
な
や
か
さ
を
う
し
な
っ
た
の
は
ど
ち
ら
な
の
か 

 

苛
立
つ
の
を 

近
親
の
せ
い
に
は
す
る
な 

な
に
も
か
も
下
手
だ
っ
た
の
は
わ
た
く
し 

 
初
心
消
え
か
か
る
の
を 

暮
し
の
せ
い
に
は
す
る
な 

そ
も
そ
も
が 

ひ
よ
わ
な
志
に
す
ぎ
な
か
っ
た 

 

駄
目
な
こ
と
の
一
切
を 

時
代
の
せ
い
に
は
す
る
な 

わ
ず
か
に
光
る
尊
厳
の
放
棄 

 

自
分
の
感
受
性
く
ら
い 

自
分
で
守
れ 

ば
か
も
の
よ 

花
神
社 

茨
木
の
り
子
詩
集
「自
分
の
感
受
性
く
ら
い
」 

け
ん
こ
う 

（百
三
十
六
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（１
０
） 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
も
う
１
年
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
界
中

で
も
身
の
回
り
で
も
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

２ 

経
過
（日
本
政
府
の
措
置
と
患
者
数
の
変
化
） 

２
０
２
０
年
４
月
７
日
に
発
令
さ
れ
た
政
府

の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
感
染
者
数
が
減
少

し
た
が
、
５
月
２
５
日
を
も
っ
て
全
て
の
都

道
府
県
で
解
除
さ
れ
た
あ
と
東
京
中
心
に
再

度
感
染
者
が
増
加
し
、
日
本
各
地
で
も
増
加

す
る
一
方
だ
っ
た
。 

 
 

３ 

緊
急
事
態
宣
言 

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
９
月
１
６
日
に
安
倍
晋

三
は
健
康
理
由
で
退
陣
、
官
房
長
官
だ
っ
た
菅 

義
偉
が
第
９
９
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
。

内
閣
は
よ
う
や
く
２
０
２
１
年
１
月
７
日
、
４

都
県
（
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈
川
）
に
限

り
、
緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
、
さ
ら
に
１
月

１
３
日
、
大
阪
府
を
は
じ
め
と
す
る
７
府
県
を

追
加
発
令
し
た
。
内
容
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
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と
し
た
飲
食
店
に
午
後
８
時
ま
で
の
営
業

時
間
短
縮
を
要
請
し
、
応
じ
な
い
場
合
は

施
設
名
を
公
表
で
き
る
と
し
た
も
の
で
あ

る
。 

３
月
５
日
に
は
３
月
２
１
日
ま
で
の
延

長
、
し
か
し
解
除
後
も
患
者
数
は
徐
々
に

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
気
に
な
り

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

ア
カ
ヤ
シ
オ
（
赤
城
自
然
園
） 

 

 
 

 
 
 

４ 

世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

 
 

（死
亡
者
数
） 

（４
月
７—

８
日
現
在
） 

世
界  

１
億
３
２
９
７
万
６
２
８
６
９
人    

 
 

 
 
 
 
 

（
２
８
８
万
６
５
８
６
人
） 

 
 
 

米
国 

３
０
８
４
万
７
７
３
７
人 

（５
５
万
６
５
２
９
人
） 

イ
ン
ド 

１
２
８
０
万
１
７
８
５
人 

（１
６
万
７
２
４
６
８
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル 

１
３
１
０
万
０
５
８
０
人 

（３
３
万
６
９
４
７
人
） 

日 

本  

４
９
０
万
３
４
５
０
人 

（９
３
１
３
人
） 

埼
玉
県 

３
万
３
７
６
６
人
（７
１
１
人
） 

群
馬
県 

 

５
１
５
６
人 

（１
０
１
人
） 

 
 
 
 
 
 

前
橋
市     

７
２
３
人
（７
人
）   

高
崎
市 

 
 
 

６
０
４
人
（６
人
） 

藤
岡
市 

 
 
 

１
３
１
人
（０
人
） 

伊
勢
崎
市 

１
０
４
４
人
（７
人
） 

 

５
．
個
人
で
や
れ
る
予
防 

個
人
が
や
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を
基
本 

 

に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど
個
人
の

問
題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と
と
周
囲
に
い
る

弱
者
へ
の
援
助
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、
８
５
歳
以
上
の
死
亡
率
は 

１
７
歳
以
下
の
死
亡
率
の
１
０
０
０
倍
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。 

６
．
医
院
と
し
て
の
対
応 

①
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診
な
ど
で 

 
 

内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策 

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

 

当
院
で
の
今
季
受
診
者
は
ゼ
ロ
で
す
。 

③
一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い 

 
 

た
め
の
対
策 

例 
 

・
発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

・
診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の
診 

 

療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
薬
剤
・
処
方
箋
な 

 

 

ど
の
発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の 

 

患
者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診
察
・
処
方
箋 

 

発
行
も
あ
り
ま
す
。
（
２
月
か
ら
徒
歩
や 

 

タ
ク
シ
ー
で
来
ら
れ
た
方
用
の
テ
ン
ト
を 

 

ご
用
意
し
ま
す
。
定
員
は
１
名
で
す
） 

・
軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、
２ 

 

日
間
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な
い
、
ま
た 

 

は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
来
院 

 

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、
指 
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示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

・
家
ま
た
は
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

・
可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く
だ 

 

さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関
扉
の 

 

左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
ご
利 

 

用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下
さ
い
。 

・
そ
の
他 

７
． 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
℃
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状

が 

１
週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ

(

倦
怠
感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・

味
覚
障
害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(

４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の

症
状
が
続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 

か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け

る
方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
五
の
３
発
熱
外
来
の
記

事
参
照) 

８ 

医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は

院
外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状

の
あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇
院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に 

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す

る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳
や
く
し

ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ

ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る
こ

と
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    

白
木
蓮
（
赤
城
自
然
園
） 
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 院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
八
十
二
） 

 
 

医
者
に
か
か
る
十
か
条 

 

◇
厚
生
労
働
省
の
研
究
班
が
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
事
業

の
な
か
で
「
患
者
の
心
構
え
」と
な
る
も
の
を
１

０
に
ま
と
め
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
よ
り
多
く

の
情
報
が
伝
わ
る
と
考
え
、
紹
介
す
る
。 

 

 

◆
新
・医
者
に
か
か
る
十
箇
条 

 

１ 

伝
え
た
い
こ
と
は
メ
モ
し
て
準
備 

 

２ 

対
話
の
始
ま
り
は
あ
い
さ
つ
か
ら 

３ 

よ
り
よ
い
関
係
づ
く
り
は
あ
な
た
に
も
責 

任
が 

４ 

自
覚
症
状
と
病
歴
は
あ
な
た
の
伝
え
る
大

切
な
情
報 

５ 

こ
れ
か
ら
の
見
通
し
を
聞
き
ま
し
ょ
う 

６ 

そ
の
後
の
変
化
も
伝
え
る
努
力
を 

７ 

大
事
な
こ
と
は
メ
モ
を
取
っ
て
確
認 

８ 

納
得
で
き
な
い
こ
と
は
何
度
で
も
質
問
を 

９ 

医
療
に
も
不
確
実
な
こ
と
や
限
界
が
あ
る 

⒑ 

治
療
方
法
を
決
め
る
の
は
あ
な
た
で
す 

 

 
 
 
 

 

             
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

カ
タ
ク
リ 

 
 
 
 
 

 

 
 

た
ま
ご
酒 

◇
あ
る
深
夜
の
こ
と
、
家
内
が
寝
静
ま
っ
た
の 

を
確
か
め
、
体
を
温
め
よ
う
と
た
ま
ご
酒
を
作

っ
て
み
た
。
そ
れ
が
体
を
温
め
て
く
れ
る
か
知
ら

な
い
。
間
違
っ
て
幼
い
こ
ろ
の
想
い
出
の
世
界
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
れ
ば
こ
の
上
な
い
も
う
け

も
の
で
あ
る
。 

◆
こ
れ
ま
で
も
一
度
か
二
度
は
作
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
の
そ
れ
と
は
別
物
の
感
じ

が
し
て
い
た
。
熱
燗
に
す
る
の
で
ア
ル
コ
ー
ル
臭

が
き
つ
く
て
お
い
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
子

供
の
こ
ろ
は
貴
重
品
だ
っ
た
玉
子
に
つ
ら
れ
て

飲
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

◇
故
郷
を
離
れ
て
、
い
ろ
ん
な
土
地
の
お
酒
を
飲 

 

ん
で
み
た
が
、
法
事
な
ど
で
実
家
に
集
ま
る
と

故
郷
の
川
の
に
お
い
を
頼
り
に
戻
っ
て
来
た
鮭

の
よ
う
に 

 
 

 

「や
っ
ぱ
り
、
土
地
で
で
き
た
こ
の
酒
が
一
番
う 

ま
い
な
」 

と
兄
貴
と
う
な
ず
き
合
う
。 

 
 

◇
こ
ど
も
の
こ
ろ
、
風
邪
を
ひ
く
と
、
母
は
必
ず 

 
  

 

た
ま
ご
酒
を
作
っ
て
飲
ま
せ
て
く
れ
た
。
地
元 

の
辛
口
の
日
本
酒
で
熱
燗
だ
っ
た
の
で
、
匂
い

が
鼻
先
に
来
る
と
「う
っ
」と
息
が
詰
ま
っ
た
。 

こ
れ
に
耐
え
て
風
邪
が
治
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。 

 

◆
子
供
の
こ
ろ
村
の
中
を
走
り
回
っ
て
遊
ん
で 

い
た
仲
間
か
ら
暮
れ
に
地
元
の
そ
の
酒
が
送 

ら
れ
て
き
た
。 

ど
ん
な
に
大
事
に
し
て
い
て
も
、
家
内
の
目
に 

と
ま
る
と
、
お
酒
イ
コ
ー
ル
料
理
酒
で
、
い
か
な 

る
銘
柄
も
た
ま
っ
た
の
で
は
な
い
、
惜
し
げ
も 

な
く
料
理
に
注
ぎ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の 

お
酒
だ
け
は
そ
う
は
さ
せ
ま
い
と
こ
っ
そ
り
奥 

に
あ
っ
た
箱
の
陰
に
か
く
ま
っ
て
お
い
た
。 

◇
さ
て
そ
の
酒
で
作
っ
た
た
ま
ご
酒
を
口
元
に  

 

運
ん
だ
時
、
「あ
あ
、
こ
れ
だ
」と
合
点
し
た
。  

 

子
供
の
こ
ろ
か
ぜ
を
引
い
て
母
が
作
っ
て
く
れ 

 

た
あ
の
風
味
が
ま
さ
に
こ
れ
だ
っ
た
。 
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セ
リ
バ
オ
ウ
レ
ン
（
赤
城
自
然
園
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

◆
子
供
の
こ
ろ
の
に
お
い
の
記
憶
が
、
同
じ
銘
柄

を
つ
か
っ
て
作
っ
た
熱
燗
の
た
ま
ご
酒
を
飲

ん
だ
時
に
、
思
い
出
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深

い
こ
と
だ
と
考
え
た
。 

◇
時
に
酒
の
度
を
超
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ

た
父
の
傍
ら
で
、
母
は
男
の
子
を
横
並
び
に

座
ら
せ
て 

『お
前
た
ち
、
酒
飲
み
に
だ
け
は
な
っ
て
く
れ

る
な
』と
説
教
し
た
。 

し
か
し
母
の
期
待
に
反
し
て
、
４
人
の
男
子
は

次
々
と
酒
の
み
に
成
長
し
て
行
っ
た
。 

 
 

◆
酒
を
飲
む
な
と
い
っ
た
母
は
、
小
学
生
の
私
に

ご
く
強
烈
な
お
酒
を
、
さ
あ
さ
早
く
飲
ん
で
風

邪
を
治
せ
、
と
盲
目
に
な
る
母
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
め
い
た
言
動
を
、
残
っ
た
兄
弟

が
集
ま
る
と
、
懐
か
し
ん
で
盃
を
重
ね
た
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 ア

カ
ヤ
シ
オ
（
赤
城
自
然
園
） 

 

 

石
楠
花
（
赤
城
自
然
園
）  

 
 

 
 
 

 

馬
酔
木
（
ア
セ
ビ
）
（
赤
城
自
然
園
） 

 
 

 


